
特 集  ゆ る ぎ な い 英 語 力 を 育 成 す る た め に

　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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はじめに

 英語の授業では，生徒同士で会話させてみると，

会話が成立しなかったり，会話がすぐに止まり沈黙

してしまったり，言いたいことが言えなくて日本語

が聞こえてきたりすることもある。

　実際に会話を終えた生徒に感想を聞くと，「時間

があれば思い出せた」「言いたいことを（直接）表す

単語や文法がわからなかった…」など，その多くが

教科書などで学習した既習の定型表現を，言いたく

ても瞬時に発話できていないことがわかる。その原

因は，主に次のようなことが考えられる。

・日本語で考えてそのまま英語に直訳してしまう

・自分の語彙レベルで言いかえることができない

USE
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Speak 会話

ninety-four

 1 得意なことについて会話しよう。

Skit

 ＋1：一言追加しています。　 ：相づちをうっています。　 ：質問しています。

 

  

   

 

　

①  Can you play basketball?

Meiling

   

②  Yes, I can.  I’m a member 

of a basketball team.
＋1

Raj
③   Really?    What is your position? 

＋1

position ポジション

会話を続けよう
（質問する・相づちをうつ）

 Step 1  会話を確認しよう。
   （1） ①～③を声に出して読もう。
   （2） ペアで①～③の Skit  を演じよう。

 Step 2  会話の流れを考えよう。
   （1）  ①～③のあと，2人の会話はどのように続いていくで

しょう。
   （2）  ＋1  の下線部や  と  の部分には，他にどんな英

語が入るでしょう。
   （3）  ②で，ラージが “No, I can’t.”と答える場合，どんな

会話になるでしょう。

 Step 3  ペアで自由に会話しよう。
   ・“Can you play basketball?”で会話を始めよう。
   ・（1分以上）会話を続けよう。

★つなぎことば
　Well, / Let’s see, / Let me see. / Ah, /
　Uh, / I mean, / You know, 
★質問　
　【人】 Are you a good player?
　　Who’s your favorite player?
　【時】 When do you practice?
　　How often do you practice?
　　How long do you practice a day?
　【場所】 Where do you practice?
　　Do you play it in the gym?
　【その他】 Do you watch the NBA?
　　Which NBA team do you like?
　　Can you play any other sports?
★返事
　Of course. / So-so. / A little.　
　

［付録］いろいろな単語

※NBA＝全米プロバスケットボール協会（主催の試合）

Idea Box
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【指導のポイント】：リアクション／相づち／アイ
コンタクト／つなぎことば／確認（サマライズ・エ
コー）／一言で終わらない質疑応答力（事実＋感想，
事実＋具体例，事実＋感想＋質問など）／など

定型表現の自動化を目指した
アウトプット活動

　日本語を英語に直訳しないためには，瞬時に口か

ら出てくる定型表現などを増やし，会話を継続する

力や即興で話す力を育てることが鍵となる。

　28NCでは，各学年にUSE�Speak 会話（チャッ

ト活動）が設定されている。しかし，左下の Book 

1 Lesson 7の例のように，チャット指導のポイン

トは多岐にわたるため，全てを 1～ 2時間で教え

るのは，生徒への負担も大きく難しい。

　そこで，教科書がGETからUSE，そしてProject

に向かって構成されている点を上手く活かし，USE�

Speak 会話を目標として，次のように段階的に

指導し，暗唱・発表レベルまで高めていくことで，

学習の定着を図ることができる。

《USE�Speak 会話を目標とした段階的な指導例》

自分が持っている単語を工夫して使う力

　会話のあとには，「英語で言いたかったけど言え

なかったこと」を生徒に書き出させるとよい。そう

すれば，既習の定型表現を使って，「言いたいこと

が表現できる」ことや，「言い方は何通りもある」こ

とに気づかせることができる。特に学習の初期段階

では，この発想とやり方をクラス全体へフィード

バックし，共有することが大切だ。

　また，学年が上がれば，話す内容も込み入ったも

のになるため，今ある自分の語彙を使って表現する

力を身につけることが，会話を継続する力や即興で

話す力を育てるための，もう 1つの重要な鍵だ。

例えば，生徒が次のような会話をしていたとする。

　A:  I like sports very much.

　B:  Why do you like sports?

　A:  …（日本語で）気分が爽快だから。

　Aの生徒が英語で言えなかったことは，「スポー

ツをすると気分が爽快になる」だ。接続詞などを学

習していない 1年生には易しくはないが，ここで

は“I� play� sports,� and� I’m� happy.”など，既習の

簡単な表現で言うことができる。つまり，的確な定

型表現や語句が出てこないときは，似た意味の表現

や語句で代替したり，状況を細かく映像化して順序

立てて説明したり，具体例をあげて説明したりしな

がら，やりくりできるようになることが肝心だ。

　さらに「瞬時に言えない」「言いかえもできない」

という場合は，伝えたい内容の 2割程度，つまり

本質的なことだけを相手に伝え，残りは「言わない」

という考え方もあることにも気づかせたい。

　そのような気づきを体験していくことで，日本語

で考えたことを英語に変換するよりも，英語で考え

たことをそのまま言ったり，状況を映像化しながら

言える部分だけを英語で言ったりするほうが簡単だ

と気づく生徒も出てくる。また，それによって，前

述①の活動を行うときの，生徒の取り組む姿勢も変

わってくる。

考えがないと言えないことに気づかせる

　Why （do you like ～）? / What do you think of  

～ ?と聞かれた場合，日本語でも応答に困ることが

あるように，自分の意見や考えなど，何か伝える内

容がないと英語でも言うことはできない。つまり考

える訓練が必要である。幸い，伝統的にNCでは生

徒に深く考えさせる題材が多いため，前述の③

Lessonのまとめの oral presentationや④ Project

などの活動を行うときも，詳細情報（理由・具体例・

感想など）を追加して自分の意見を述べさせることが

できる。これは，会話の継続につながるだけでなく，

ディスカッションやディベートの基盤にもなる。

会話では質より量を重視する

　会話の練習では，正確さを意識するよりも，生徒

の発話量を増やすことが重要だ。発話量が増えれば，

相手に伝わる情報量が多くなり，聞き手の理解が深

まったり，会話の有益性が上がったりするからだ。

� 発話量を重視するということは，英語の正確さに

ついて指導しないということではない。例えば，話

した英文をノートに書かせ，あとでそれをチェック

することで正確さの指導をすることもできる。

ALT との会話で自信をつけさせる

　本校では，授業中，別室にいる ALT のところへ

生徒が行き，1分間話す活動を継続させている。

「ALT に自分の英語が伝わった」という達成感・成

就感は，コミュニケーションへの関心・意欲・態度

を高め，生徒の自信につなげることができる。

　一方で，生徒の声が小さくてALT が聞き取れず，

聞き返すことがある。それが原因で自信をなくして

しまう生徒も少なくない。英語が上手でも，伝える

内容があっても，相手に聞こえないとメッセージは

伝わらない。大きな声で話すことは，英語活動全体

の大切なポイントであり，1年の入門期（発話，ス

ピーチ等）から繰り返し指導していく必要がある。

おわりに

� 授業は，教師と生徒，生徒同士の信頼関係がない

と成り立たない。特に USE�Speak 会話は，生徒

同士の会話が中心であり，相手から多くのことを学

び，互いに協力するからこそ成り立つ活動だ。それ

故，会話の最後は，お互い“Thank� you.”や励まし

のことばを言って終わらせたい。

鈴 木  悟  （ 東 京 都 立 両 国 高 等 学 校 附 属 中 学 校 ）

即興で話す力を育てる指導
─USE Speak 会話 の活用─

Book 1  Lesson 7 USE Speak 会話

①  Lesson の各パートの導入時に，挿絵や写真
のピクチャーカードを活用して，生徒が写真
描写（picture description）を行う。

②  GET や Let’s Talk の dialog を 使 っ て， リ
アクションや相づちなどを入れながら，skit
や plus one dialog の活動を行う（ペアで会
話や音読練習をし，クラスの前で発表を行う）。

③  Lesson のまとめとして，GET や USE Read
の本文の内容に，自分の意見や調べたことな
どを加えて発表する oral presentation の活
動を行う。

④  Project でスピーチやプレゼン，インタビュー
などを行う際は，リハーサルなどを行い，全
員が自信をもって話せるまで高める。

⑤  USE Speak会話では，ペアで練習したあと，
ALT との会話を行い，定型表現を定着させる。
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